






 【要約】   新生児マススクリーニングの精度管理は、平成 7年度より(財)東京総合医学

研究所が精度管理機関として、厚生省より委託を受けて実施している。1)東京総合医学研

究所は、厚生省母子保健課と協議のもとに、実施要項を決定した。さらに日本マス・スク

リーニング学会と協議し、先天性代謝異常症、先天性甲状腺機能低下症、先天性副腎過形

成症、臨床化学の各分野より専門委員を決めた。また精度管理委員会としては、厚生省母

子保健課、専門委員、学会精度管理委員長、学会技術部会代表、日本母性保護医協会代表、

東京総合医学研究所担当理事で構成する。2)精度管理業務は、原則として今までの業務を

受け継ぐが、要請の強かった先天性副腎過形成症の正確度テストを加えた。先天性代謝異

常症スクリーニングについてはその内部精度管理を円滑に実施するため、全国共通の内部

精度管理検体の作成を行うこととした。3)外部標準検体を用いての正確度テストでは、軽

度異常検体の見逃し、記入の誤りが見られる。4)内分泌疾患スクリーニングのための ELISA

の標準物質の精度に関しては、まだ問題があり検討の必要がある。


